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つ長い鎌を持ち，周囲にけがをさせない十分な間隔
を取りながら横1列に並び，やや急斜面の下方から上
方に向かって草刈りを開始した（写真３）。当初は下
草との見分けがつかず苗木を一緒に刈り取ることが
多々あり，またマムシに出くわす場面もあった。そ
のうち，大鎌の使い方や苗木の見分け方にも次第に
慣れて約1時間半の作業を行ったのち，予定面積の下
草刈りが終了した。
７月１日（土）は朝から雨降りの状況下で，参加
学生７名がバスで１時間半かけて目的地「川上共生
の森」に向かった。作業開始の頃，本格な大雨状態
になった。下草刈りは急斜面に植林されているマツ
の周囲のクマザサを長い鎌で刈りとる作業であった。
別に参加していたボランティアと協力しながら横一
列に２m間隔で並び，山の傾斜を上に向かって作業
した。当初は大鎌の使い方に戸惑いながらもコツを
つかみ，悪天候の下草刈りのなかで，地域NPOやボ
ランティア参加者のベテラン作業に感心したり，コ
ミュニケーションを交わしたりしながら作業を終了
した。
（２）間伐作業
11月４日（土）は朝から快晴の作業しやすい状況
下で，学生８名が「川上共生の森」の間伐作業に参
加した。間伐の目的は，植林した木は生長とともに
葉や枝が広がり混み合ってくるので十分に光が当た
らなくなった場所の木を間引くことであるという説
明を受けた。その後，傾斜がきつく，かなり足下が
不安定な状態で間伐作業が行われた。今回の間伐は，
チェーンソーを使用せず，ノコギリでの切断とロー
プの巻き付けによる全く手作業の方法であった（写
真4）。参加者は切り倒す木の根元にノコギリで受け
口，追い口を入れながら，決められた方向に倒すと
いう昔ながらの作業を体験した。間伐作業の大切さ
と作業労働の大変さを実感したようであった。
（３）植樹とキノコの植菌作業
12月９日（土）は朝から雨が降り出しそうな天候
の中で，学生29名が「高梁美しい森」にある思い出
の森の植樹に参加した。前日に降った雨のために地
面はぬかるみ，植樹の際に転びかける悪条件にあっ
たが，用意された3000本のドングリの苗木を植え付
ける作業を開始した。作業内容は，斜面で足場の悪
い植樹予定地に竹と苗木を運ぶことから始まり，縦
横１m間隔に目印となる竹柱を立て，鍬で20センチ
位の穴を掘り，ポットから取り出した苗木を入れて
土を被せたのち，苗木の周りを固めていく手順で進
められた（写真５）。植樹は午前中かけて終了し，午
後から，ヒラタケとナメタケの植菌作業が行われた
（写真６）。この作業は参加した殆どの学生が初めて
経験するため新鮮に感じられたことに加えて，同時
に参加した子ども達に教える場面もあり，地域の人
との会話や触れあいを行うことができた。
５－３　森林環境教育による効果
参加学生の活動レポートを分析すると，参加に臨
む前の意識として，ポジティブとネガティブ的な思
考があり，また草刈り等の経験をすでに持つ学生が
いた。そこで，この3分類から意識に関する語句を抽
出し，事前の考え，作業中・作業後の受け止め方に
ついて活動別のまとめを行うことにした。
（１）下刈り作業
下刈り作業に参加した学生の活動前後の考え方を
表６に示す。活動後に芽生えた意識のうち，ポジテ
ィブに受け止めた参加者から，①活動の効果，②活
動の意味，③人との交流，④自己意識に関して次の
ことが見られた。
①活動の効果に対するものでは，「同じような活動
があれば積極的な参加をしたい（4），良い経験が出
来た（2），大勢で協力する力の大切さを感じた（2），
森林の大切さと心地よさを再認識した（2），森林を
守る林業の大変さを感じた」があった。
②活動の意味の理解では，「人の都合で荒らした山
を時間と労力をかけて保全するのは当然である，一
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人ひとりの積み重ねに意味があるのであってライフ
スタイルの変更が大事である，森林を絶やさないた
めの活動が必要である，環境保全のために今できる
ことを少しずつする，地球に住む人間のひとりであ
るという理解のもとに活動する」があった。
③地域・世代間の交流では，「小学生，若者に環境
の大切さを伝える必要がある（2），自分の町や森を
守る意識に共鳴した，もっと地域の大人と話をして
交流を深めたい，世代を超える人との共同作業は環
境問題の取り組みに大切である，地道な作業や活動
が地域を活性化する」があった。
④自己意識では，「自分の出来ることを少しずつ頑
張ろうという気になった，目的を持った自主的活動
につなげたい，前向きに取り組む姿勢を意識した，
苗木に励まされた気持ちを得た」があった。
一方，体験を持って参加した学生から芽生えた意
識としては，「森林保全活動の意義を再認識した（3），
草刈りで汗を流す楽しさ，達成感を感じた（3），人
とのつながりが増える喜びを感じた（2），環境保全
活動には大勢の人々の参加が大切である」などがあ
った。
また，ネガティブに受け止めた参加者に芽生えた
意識としては，①活動の重要性および②自己意識の
変化に関するものがあった。
①活動の重要性では，「森林伐採の深刻さや自然を
育て守る大切さを感じた，人が破壊した森林を戻せ
るのは人しかいないと感じた，森林ボランティア活
動を無意味にしないために世界各国で対策が必要，
今の環境問題の取り組み方を明確に意識した，
NPO・林業の日常活動に共鳴し苦労を理解できた，
若い世代が引き継ぐ責任を自覚した」があった。
②自己意識では，「今後も体験に参加したい（2），
自分も何か行動しなければと思う，自分の生活や行
動を見直す機会になった，先入観でものを見る性格
小田淳子
写真３．植林地の下刈りの様子（高梁美しい森） 写真４．植林したスギの間伐の様子（共生の森川上）
写真５．植樹の植え付け作業（高梁美しい森） 写真６．キノコの菌の埋め込み作業（高梁美しい森）
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を見直す機会になった」があった。さらに，活動を
意義付けるには「人と森林との歴史，最近の林業な
ど知識修得の機会が事前に必要である」という意見
も出された。ネガティブな受け止め方をして参加し
た多くの人がポジティブな意識を持つことができた
（表８）。
（２）間伐作業
間伐作業の参加者は7名で少なかったが，活動後に
生まれた意識の変化を挙げると，事前にポジティブ
な受けとめ方をした人は，「山を保全するには体力が
必要である，環境ボランティアに参加して再度伐採
をしたい（2）」という考えが見られた。体験をして
いる人は「先入観を持たない姿勢を学ぶ，森林保全
は地球環境と人間生活を守るためにすべきことであ
る，再度この作業をしてみたい。」という意識が出て
おり，否定的見方で活動に臨んだ人は「体験して，
自然保護の内容を知ることができた。森林体験学習
は慣れたので，次は別のイベントに参加したい。」と
いう意識の向上が認められた。
（３）植林活動と植菌作業
植林作業に参加した学生のうち，21名のレポート
における活動前後の考え方を表８に示す。活動後に
芽生えた意識のうち，ポジティブに受け止めた参加
者から，①活動の効果および②自己意識の芽生えが
うかがわれた。①活動の効果としては，「更にこのよ
うな実習がしたい（5），人の破壊による山は植林を
して恩返しするべきである，環境問題の解決は若い
世代に係っている，子どもへの環境教育を考えると
何をすべきか教える機会が必要である」などが挙げ
られた。②自己意識に関しては，「人との出会いを大
切にしたい，大学で勉強することの意味を再確認で
きた，経験を積みリードできる人間になりたい，こ
の体験を大学生活に活用させたい」などが挙げられ
た。また，体験をしている人の場合は，「山の管理の
ために，地域や行政だけでなく学生の活動の幅が広
がればよいと思う」という意見があった。
一方，事前にネガティブな受け止め方をした参加
者では，活動の効果として「今回の体験をもっとす
る，植林することでCO2削減の心がけが必要と感じ
た，地域の人との触れ合いで見方が変わった，実際
にやらないと分からないこと，体験でしか得られな
いものがあった（2）」などが挙げられた。さらに自
己意識として，「やりがいを感じながら，何事も楽し
んで行うことが自分や周囲にも良い，自覚を持ち大
学生活に役立てる，この経験を生かせるように日々
を頑張りたい（2）」という気持ちが出ており，活動
後にポジティブな気持ちに移行したことが窺われた。
以上のレポート解析をもとに，各参加者について森
林体験の活動前後の考え方の変化を表9にまとめた。
悪天候下で３つの森林体験学習が行われたにもかか
わらず，２名を除くほぼ全ての学生がポジティブに
体験学習の効果を受けとめており，森林体験活動に
再び参加してみたいという学生も延べ14名が見受け
られた。今回の活動体験が何らかの意識変化をもた
らしたのではないかと考えられた。
６．まとめ
ここでは，学生が自ら問題を見つけ，その解決策
を創出させる実践プログラムの試みとして，２つの
活動事例を述べた。タイ国への青少年派遣プログラ
ムに参加した事例では，地域の子どもとの共同作業
をとおして，国際貢献の重要性と植林地の継続した
保全活動が不可欠であることを学ぶことが出来た。
高梁地域のNPOが企画する森林保全プログラムに参
加した事例では，人々の暮らしとともに残る高梁地
域の里山を活用した森林の保育の重要性を認識し，
次回も体験を望むといった行動意欲の高まりが見ら
れた。また，学生生活を送る上で意欲増加につなが
ることが認識された。
今回の森林保全に関する体験学習型プログラムは
フィールドにおける学生の意欲を向上させ，行動に
責任を持たせる動機付けになった。一方で，教育効
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果を更に図るための課題も明らかになった。体験・
参加型学習は学生の社会参加能力を育成するための
カリキュラムに位置付けられているが，環境行動能
力を系統的，発展的に育成するためには，次の段階
として，学生の主体的参加を保障する体系的なプロ
グラム開発が行われる必要があり，その中で事前学
習の時間を加えて情報による知識向上も図っておく
必要がある。さらに，地域の課題を解決する学習活
動を基盤に展開しながら，世界の課題を対象とする
学習に展開させることで，当事者意識を意図的に持
たせることも必要である。このような過程をとおし
て，学生は地域で環境行動を展開するとき，関係者
と議論し交渉し，様々な提案をする行動へと発展す
ることができるのではないかと考えられる。
小田淳子
（実施時期5月27日，7月1日）
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（実施時期11月4日）
（実施時期12月9日）
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